
※「私立中高 進学通信」2022年8月号より転載

取材当日の高２理系選抜クラ
スでは、生徒が先生役となり、自
分で選んだ大学レベルの数学の
問題をほかの生徒に出題し、解
き方を解説する授業形式の発表
が行われていました。説明がわか
りやすくなるよう、自作のグラフを
用意し、ほかの生徒に質問を投
げかけながら堂 と々解説をしていま
した。
「生徒たちはクラスメートの発表
に、通常の授業以上に興味をもっ
て耳を傾けています。1学期中に
一人1回発表を行っていますが、
各自の好きな分野を掘り下げるの
で、生徒たちの興味の幅も広がっ
ているようです。今回のように授
業形式の発表もあれば、『なぜアリ
は落下死をしないのか』『マイナス
イオンの働き』など、得意分野の

発表を行う生徒もいます。
理系選抜クラスということもあり、

『朝活動』でも実験的な取り組み
を意識して行っています。生徒に
すべて任せるという思い切った内
容にしたのもそのためです。その
結果、生徒たちは驚くほどの主体
性と意欲を見せてくれました。今
の高2生は、中１の時から探究活
動を通して人前で発表すること自
体には慣れていますが、それがさ
らにブラッシュアップされています。

そんな生徒たちの変化を見て、
『朝活動』後に行うHRも生徒に
担当してもらうパートも設けることに
しました。必ず小話をひとつ織り
交ぜて話す決まりですが、回数を
重ねるごとにわかりやすく伝える力
が向上しています」（高２担任・
広報企画部長／坂内浩之先生）

※そのほか毎週全20以上の講座を開講

生徒の自由発表でプレゼン力が伸長

高2理系選抜クラスの『朝活動』 45分間の『朝活動』で
アカデミックな学習を実践

新学習指導要領に合わせたカリキュラムの改訂に伴い、始業前に自由に学べる『朝
活動』を導入。学年別・学年横断型を想定した取り組みについてお話を聞きました。
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●和歌で読む！『竹取』求婚譚
中１のときに少しだけ読んだ『竹取物語』の、かぐや姫への求婚場面を、
ダイジェストと和歌の解釈を通して読んでみます！  和歌に触れて経験値
を積みたい人、『竹取』が読み足りない人、古典こそ自分にふさわしい最
強の教養だという人、ぜひどうぞ！

●実戦数学
今回は共通テストを意識したウルトラ長文問題を実施。こういう問題の
経験を少しずつ積んでいこう！ 解説まで行い時間内で完結させます。次
回は中３の２月に受けた模試の「三角比」問題の過去問を扱います。模
試の選択問題を今、改めて実施して解説します。

●満州事変とウクライナ戦争
今回のカリキュラム改訂の眼目は、地歴科では、①生徒自ら問いを立て
て解決する、②歴史上の諸問題が現代に直結していることを知る、の２
点。これを踏まえて、君たちに歴史に対する「問い」を作ってもらいます。
しかしそれは非常に難しいことなので、最初の数回は教員が「問い」を与
えます。

●地理と防災
新たに必修科目となった『地理』の授業で出される「避難経路マップ」の
作成という宿題をサポートする講座。防災士の資格をもつ教員が指導に
あたります。この講座のように、宿題サポートの講座や、未消化の授業課
題に取り組む講座なども設けられています。

●木版画を完成させる・静物デッサンを深める
芸術の授業で「美術」を選択している生徒を対象に、デッサンをさらに深め
る講座を開講。デッサン以外の美術活動も、担当教員と相談のうえ、フレキ
シブルに対応します。「美術」の授業で行われる木版画の課題を完成させ
たい生徒も、この時間を使って取り組むことができます。

講座の一部を紹介高1『朝活動』

高2理系選抜クラスでは、毎回、生徒によるプレゼンテーションを行っています。生徒が大学レベルの問題を解説したり、得意分野の授業を行ったり、
その内容はさまざま。毎回、生徒同士の相互評価によるフィードバックも行われ、モチベーション、パフォーマンス力が高まります。

扌プレゼンテーションを聞く生徒たちも、真剣な面持ちです。朝活動をきっかけに「学年共
通のテスト問題を作りたい」と意欲をみせるようになった生徒もいるそうです。

扌プレゼンテーションの様子をiPadで録画し、振り返りに活用します。普段の授業のほか
にプレゼンテーションでもタブレット端末やPC活用するため、全員が高度に使いこなして
います。

扌中３生は中間試験前ということもあり、取材日の『朝活動』は自習時間に充てていま
す。学年ごと、クラスごとにその時々で柔軟に対応し、効果的に学べる内容を選択してい
ます。


